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終戦の日。人間が起こす戦争を、他人事にしない決意を。 
 

オリンピック閉幕から一週間、今年も終戦記念日を迎えます。 

 6 月 23 日は沖縄「慰霊の日」でした。止まらない感染拡大の

中、沖縄でさえも鎮魂ムード一色ではなかったようですが、本土

の私たちはどれだけ関心を持ったでしょうか？沖縄タイムスとヤ

フーが合同で行った全国調査では、6 月 23 日の「慰霊の日」を 4

人に一人しか知らなかったそうです。 

慰霊祭で朗読される、中学生による「平和の詩」には、毎年心を

揺さぶられます。中学生とは思えないような語彙の豊かさや表現

力の高さに驚くと同時に、彼らの平和への強く明快な信念に圧倒

されます。この平和へのゆるぎない思いはどこから来るのだろう、

と思うとき、本土とは比較にならないほど多くの犠牲（戦没者 20

万人）の、今も生々しく残る傷跡、悲しみや、現在も米軍基地の

“隣”に暮らす負担が、沖縄のすべての人々の日常の中にあるこ

とに気づきます。 

 

しかし、戦争の日本の戦没者は 310万人、爪痕は全国各地に残

ります。自分に命を繋いだ両親、祖父母、曾祖父母の誰も戦争の

悲惨さを体験していない、という人など、いないのではないでし

ょうか?この大きな温度差は、なぜ生まれるのでしょうか? 

「あなたは知っている あれは現実だったこと」「忘れないで、

犠牲になっていい命など あって良かったはずがない事を」胸に

迫りくる上原さんの言葉に、私たちはどう応えるのか。一人一人

が漠然と「平和がいい」と思っているだけでは平和は守れないこ

とを、歴史は教えてくれています。 

「いのちと健康・暮らしを守る」よつ葉生協の理念は平和が大

前提です。「みるく世を創るのはここにいる私たちだ」という上原

さんの決意に、「わたし達」の一人でありたい私も決意を重ねたい

と思います。                  （理事 堀） 

２０２１年６月２４日（木）東京新聞より 
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新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告（7月 4週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 7，300 

群馬コロナウイルス対策募金 （861番） 4，200 

茨城誰かのために募金    （862番） 1，300 

合  計 12，800 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（7月 4週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 4，000 

震災孤児を支援する募金   （910番） 19，400 

「有機農業と国産種子」募金 （920番） 5，800 

合  計 29，200 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品］内の［復興支援募金］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

コロナワクチン、 

皆さんどう思ってる？ 
よつ葉だより No.659号 

で呼びかけたところ、多く 

のご意見が届いています。 

匿名でご紹介します。 

 

保育の仕事に就いているので、コロナワクチンを接種するのが子どもの安全に繋がると

思いますが、ワクチンに対する抵抗感があり接種していません。この考えに憤慨する保護

者はいるかもしれません。でも、接種した職員は発熱することが多く、夜眠れない程腕が

痛んだり、数日後に再び腫れや発疹が起こったり、しばらく腕が痛み仕事に支障が出たり

する姿を見ていると、やはり接種することを躊躇してしまいます。私は膠原病なので、主

治医に相談をしたところ、打つか打たないかは本人の意思で決めること、新しくできた訳

の分からないワクチンは嫌だと言って打たない医師は大勢いる。という答えがありました。

母には、「家族のために打って」と言われますが、ワクハラにしか聞こえません。 

 

私は医療従事者ですが、ワクチン「慎重派」です。ワクチン接種

とコロナ感染のリスクを天秤にかけ、自分のライフスタイルと健

康状態では必要ないと判断しました。ワクチン自体、ｍ-RNA とい

う新しいタイプのものであるということや、どんどん出てくる新

しいウイルスの型に効果があるのかという不安もありますが、治

験の工程、メディアの煽り方、同調圧力等々全てに抵抗がありま

す。 

「否定派」ではないので、高齢者や基礎疾患があり感染時重症

化しやすい方が接種するのは良いと思いますし、それ以外の方で

もワクチン接種による安心感は免疫力向上の効果もあると思うの

で、打つ選択も「あり」だと思います。みんなが打つからうつ。で

はなく、ワクチンが本当に自分にとって必要かどうか、きちんと

考え、判断し、それが尊重されるべきだと思っています。 

 

今までにない mRNAワクチンだという事、緊急事態な時だから使

用を許可されている未だ治験中だという事、それすら知らないで

打ってしまっている方も周りにいて本当に不安な限りです。重症

化や死亡が無い子供達に対しても、打てるような方向に進み始め

ていますが、本当にやめて欲しいです。ワクチンパスポートに関し

ても、差別などが生まれるだけではないかと懸念しております。 

私は医療従事者の為、有無を言わず（職場環境として NOは言え

ない）接種しましたが、1回目は腕の痛みで寝れず、2回目の翌日

には 38度の熱が出た為、休まざるをえない状況でした。この事を

ふまえて、私は自身の子供や主人には強制は出来ない、子供といえ

ど 1 人の人間なので意思を尊重しようと思っています。ワクチン

接種の差別は個々の体調も違うので打たないからダメだというの

は良くないと思っています。 

ワクチンを接種するかどうかの判断は、マスコミの報道（ものす

ごく違和感あり）を鵜呑みにするのではなく、命にかかわることな

ので自分で調べて納得して決めたいと思います。でも、それをした

からこそ、どんな結果になっても受け入れられるのだと思います。 

もともと任意接種なので、最終的には個人の判断のみで決めて

いいはずなのに、同調圧力やワクハラで苦しめられている方がた

くさんいると聞き、本当にあってはならないことだと思います。そ

ういう人達は本当にワクチンのことわかっているのか疑問です。

反論できるよう本を読んだりネットやＳＮＳで情報を集めていま

す。 

本来人間には免疫力があり、それが正常に働いていれば恐れる

ことはないと今は思っています。とにかく免疫力を下げないよう

（マスコミの報道を見ると一気に免疫力下がります）よつ葉会の

安心安全、地産地消のおいしい食材や商品で体を整え（体は食べた

物で出来ている）、運動をし、ゆっくりお風呂につかり、良い睡眠

をとり、笑顔を絶やさず、感謝の気持ちを持つことを心がけていれ

ば、きっと体の免疫力が適切に働き対処してくれると思うのです。 

 

ご意見をありがとうございました。次号に続けます。 

届いたご意見は、ワクチンを問題視する声ばかりでした。反響の

大きさが、ワクチンの問題が難しいことを物語っています。 

 コロナワクチンの有効性の検証は不十分で、接種と治験が同時並

行という今までにない極めて異例のことです。それだけ、新型コロ

ナウイルスが社会や医療体制に及ぼす影響が大きく、緊急性が高い

ためでしょう。接種は進んでいきますが、打つ人も、打たない人に

も、それぞれ理由があります。時には切実な理由で、時には選択の

余地がないかもしれません。 

 私個人の事ですが、家族の状況と、ふたつの職場を行き来する身

で、知らずに感染していた場合、職場へ大きく影響することを懸念

していました。一方の職場が優先接種の対象となったため、希望し

て接種を終えました。2回目は、副反応の発熱もありました。ワク

チン効果は絶対でもなく、体調管理と感染予防対策を続けていま

す。 

今回の企画は、いろいろな考え方を知ることにありました。ひと

ついえるのは「自己責任」と「社会への責任」のはざまにある状況

で、ワクチンハラスメントのような目に遭うことは決して許さない

ということ。個人が置かれている状況に思いを巡らし、その選択が

尊重されるよう、お互いを思いやっていくことに尽きると考えてい

ます。                    （理事 三輪） 
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第 1回定例理事会報告７月 14日（水） 

 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP http://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yahoo.co.jp 

《報告・協議事項》  

（1）「食品等の出荷制限」における放射性物質 100 ベクレル/㎏緩和

案の撤回を求める署名結果について 

   5 月 31 日～7 月 9 日までの期間取り組みました「食品等の出

荷制限」における放射性物質 100 ベクレル/kg 緩和案の撤回を

求める署名の最終結果は、回収枚数 956 枚、筆数 2,163 筆と

なりました。組合員みなさまのご協力ありがとうございまし

た。お預かりした署名は、認定 NPO 法人ふくしま 30 年プロ

ジェクトへ送付させていただきました。 

（2） アルプス処理水海洋放出に関する署名運動の取り組みについて 

   2021 年 4 月 13 日、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う

アルプス処理水の海洋放出を政府が決定したことに対して、ア

ルプス処理水は海洋放出を行わず、関係者の理解が得られる処

理方法で実施することを求める「アルプス処理水の海洋放出に 

 

 

反対する署名」運動を、みやぎ生協・コープふくしま、宮城

県漁業協同組合、宮城県生協連、福島県生協連が呼びかけ団

体となり開始しました。よつ葉生協も取り組みに賛同し、署

名活動を取り組みます。期間：8 月 9 日(月)～9 月 17 日(金)

まで 

（3）「高校生一万人署名」活動の取り組みについて 

   「高校生一万人署名」とは、2001 年から長崎を中心に全国規

模で行われている署名活動です。署名用紙は国連本部へ永久

保存されます。昨年までで 209 万筆の署名が国連の軍縮局に

届けられています。また、昨年も友好生協のあいコープふく

しまと一緒に署名活動を取り組みました。今年もコロナ禍で

国連の訪問は厳しい状況ですが、「高校生一万人署名」は継続

して取り組みます。期間：7 月 19 日(月)～8 月 20 日(金)まで 

 

           加入   脱会   純増  組合員 

           192人  100人  92人   26,330人 
組合員数（6月 20日現在）   

参加してみませんか    

＜よつ葉だより休刊のお知らせ＞ 
お盆休みのため 8月 23日のよつ葉だよりは、 

お休みさせていただきます。ご理解の程よろしく 

お願い致します。 

～地産地消 よつ葉で育む いのちと未来～ 
秋山さん農業体験① 

「畑で野菜の種まきをしよう！」 

 お待たせしました。農業体験を再開します。 

今年の第１回目は、秋山さんの畑で大根などの野菜の種まき

をします。農家さんとお話しが出来る機会でもあります。 

ご参加をお待ちしています。 
 

日 時：９月 11日（土）10：00～11：30（受付 9：45～） 

会 場：グリーン研・秋山さんの畑（栃木県下野市町田 900） 

参加費：無 料     

定 員：10家族    託 児：な し 

締切日：８月２７日（金） 

主 催：よつ葉生協 

問合せ：よつ葉生協 組合員室 須田 

 TEL 0120-07-1613 
 

※申し込み多数の場合は抽選となります。 

※抽選結果は９月６日（月）までに郵送いたします。詳細は、

ご案内に同封しますので、確認のうえご参加ください。 

※コロナウイルス感染状況により中止になる場合があります。 

※食事の提供はありません。 

※参加される方には、検温や受付カードの記入をお願いします。 

 

昨年から自粛していました 

農業体験は、新型コロナウイ 

ルス感染の予防対策を講じ、 

一部の規模を縮小しながら開催して 

いくこととしました。よつ葉生協に 

出荷している生産者のみなさんと汗を流して、土と空気と

人に触れて交流を続けていきましょう。 

 

共 通 申 込 書 

 

希望する行事名に □ してください 

□秋山さん農業体験① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員コード       氏  名 

住  所 

連絡のつきやすい電話番号☎ 

参加人数 （大人）組合員    人※同居の家族は組合員に含みます 

（大人）組合員以外  人 

     （小・中学生）    人  歳  歳  歳 

     （未就学児）     人  歳  歳  歳 

 

備考欄  

 

 

 

※スペースの都合のため、募金報告は３ページに掲載しています。 

 

＜2021農業体験予定＞ 

秋山さん（栃木県下野市） 

① 種まき        9 月 11 日（土） 

       ② 間引き、草取り   10 月 2 日（土） 

       ③ 収穫        11 月 27 日（土） 

塩谷農業体験（栃木県塩谷町）稲刈り 10 月 9 日（土） 

かみのかわ農業体験（栃木県上三川町）稲刈り  

10 月 30 日（土） 

秋山さん落ち葉さらい     2022年 1月22日（土） 

 


